
基本構想（案）の新旧対照表

１．修正点_導入のメッセージ

旧 新（案）

導入メッセージ 千年都市と、これからの十年。 千年都市と、みんなの未来。

河内長野では、昭和の後期にいくつもの団地が開発され、自然ゆたかなこの地に憧

れのマイホームを求めて、たくさんの世帯が引っ越してきました。３０年あまりで人

口が３倍になるという、日本でも有数の人口増加都市として知られた時期でもあり

ました。

時が経ち、河内長野で育った子どもたちが大人になってこの場所を離れ、現在では

人口減少や少子高齢化が進んでいることから、「まちの未来はどうなるのだろう」

と心配する声も聞かれます。

けれど、河内長野は今、大きな転換点に立っています。

この冊子は、そんな河内長野のこれからを、みんなで考え、描いていくためにつく

られました。市民のみなさんの声をもとに、どんな未来をつくりたいのか、何を大

切にしたいのかを一つひとつ言葉にして、この一冊にまとめています。

前半では、まちの今を知ることができるように「あれは何？」「どうして？」とい

う素朴な疑問に答えながら、河内長野というまちの魅力を見つめ直します。後半で

は、まちの未来に向けて「どんなまちになっていくのか」「どんな暮らしができるの

か」と想像を広げながら、みんなの想いをカタチにしました。

この冊子を手に取ったみなさんが、未来にワクワクしながら、「河内長野がこんな

ふうになったらいいな」「河内長野でこんなことをやってみたいな」と想いを膨ら

ませるきっかけになればうれしく思います。

それでは一緒に、河内長野の未来をのぞいてみましょう。
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